平成19年度鳥取市政懇話会
第2回「観光資源の魅力アップにより観光客の大幅増加」部会　議事概要
日　　時：平成19年8月20日（月）午後1時～3時20分

会　　場：鳥取市役所本庁舎４階　第3会議室

出席委員：宇津原恵美委員、岡垣幸得委員、四宮昭彦委員、水根富士雄委員、山崎祥次委員、山本大順委員（欠席：福本登委員、山本朝子委員）

鳥 取 市：竹内功鳥取市長、羽場恭一2009鳥取・因幡の祭典実行委員会事務局長

筒井真二観光コンベンション推進課主任、（事務局：企画調整課　鹿田、中原）

1． 開会

山本部会長　それでは、第2回「観光資源の魅力アップにより観光客の大幅増加」部会を開催します。今日の部会では、2009鳥取因幡の祭典について検討したいと思います。

2． 意見交換
○部会長　多くの住民の参加による祭典の盛り上げ、イベントや祭りで体験、経験上からの意見、観光客を増やすためには、以上３つの点を検討。
＜羽場事務局長が配布資料について説明。＞
· 委員　事業計画は実行委員会で考えたものでしょうか。
· 羽場事務局長　５部会で、イベントの検討を行う２０人からなる２つの班が考えたもの。
· 委員　実行委員会の計画に、我々は何を言えばいいのか。
· 羽場事務局長　あらゆる面からいろいろ意見をいただきたい。
· 委員　計画は非常にいい。四季折々のイベント、終了後のフォローなど。具体的な内容についての議論をすれば。
· 委員　体験型、主体が問題。例えば、ゆるキャラの宣伝（ＮＴＦ）の進化版を。
· 羽場事務局長　イベントメニューは並べたもの。自立したメニューが課題。ご意見を。
· 委員　残っていくイベントが必要。
· 羽場事務局長　１市４町の広域な取組み、行政の枠を越えた連携など難しいものがある。

· 委員　コリドー２１との連携は。
· 鹿田補佐　目指すところは皆同じ、連携や調整はある。
· 委員　この祭典の基本方針は非常に立派。イベントは１年間だけでなく、次につながるように。地域の良さを再認識し磨きあげる方法が大切。イベント会社にまかせるのではなく、自分たちでやっていくことも大切。砂丘を核に砂のイベントは集客できる。目玉に金と人を。体験型観光が重要。例えば、河原の窯元は、１００メートル以内に３つ。智頭町の板井原の空間。いかに売り出すかが大切。磨き、守り、将来残こすのかという視点。板井原の漬物の「こうこ」、重要な要素。麒麟獅子、演出家の菊地さんとのコラボで新時代の麒麟獅子を。砂丘とからめ、地域文化とのコラボレートを、継続したイベントを。

· 委員　鳥取市文化財団は、やまびこ館、仁風閣、因幡万葉歴史館、埋蔵文化センターの４団体を束ねている。４月からすべて指定管理者制度へ。一つの例ですが、昨年やまびこ館の入館料を３５０万円見込んでいましたが、一気に１００万円減った。全国的な傾向で、対策として殿ダム展を取組む。市だけに頼るのではなく国のスポンサーがいる。鳥取・因幡の祭典は文化面が弱い。国や企業などのスポンサーが必要、「ホンダのアシモ」などの目玉があると集客が見込める。行政主導で国や県のスポンサーを集めてほしい。殿ダムも今後３年間でできる。祭典イベントにもマッチしてくる。例えば、国土交通省とタイアップして１年間を通じて、やまびこ館で姫鳥線物語をやっては。鳥取砂丘と仁風閣のスポンサーを探し磨きをかけながらやっていくことが大切。大伴家持の市民の認識が低い。大伴家持1520年祭りが平成21年に。目玉になる。
· 委員　祭典の実行委員会の公募はなし。祭典で文化の関わり、JＡの地産地消などが少ない。
· 委員　イベントは、すべて一過性になってしまうことがある。伝統を無視しないで盛り上げていったイベントが残り広がっている。鳥取にしかないもの、山陽側に比べて開発が遅れていることなど、自然体験が大切。
· 委員　体験型イベントとして、船磯漁協で「わかめ」を養殖する一株主をやっている。収穫が２月に。冬のイベントとして取り入れては。収穫には、１ｍくらいにわかめは成長。感動を与える。1口２千円、県外観光客に好評。このわかめは、やわらかくて食べやすく、収穫する時に海面から上がってくる時は大変感動。
· 委員　文化伝統を活かし、観光客を増やす方法について、鳥取から姫路まで大名行列するとか。
· 羽場事務局長　文化面、交通面が弱いなど、祭典に限らず、市の観光行政に対してでもご意見を。
· 委員　イベントの数を増やすより絞ることが必要。地域に根づいたものが理想。砂丘清掃は清掃活動だけでなく、コンテストプラスアルファボランティア活動といった大規模な環境活動にしてみては。クリーンアップ活動を行い、「車のプレゼント」など。話題づくり、売り出し方、例えば気球を飛ばす、食についても必要。
· 委員　伝統などの地域に根づいた企画が残る。今出てきているイベントを６から７割に絞る。自分も参加できるような企画が大事。
· 竹内市長　しゃんしゃん祭りが終わり、盛大に開催。改革しながらの取り組み。例えば、開催日を８月の第２土日曜日に、音楽ではシャンシャングリラ、周回経路の一方通行、すずこ踊りなど。メリットは、参加連、踊り子の負担の軽減に。他の人の連が見られたように聞いている。祭りは地域経済効果が大きい。鳥取・因幡の祭典の事業計画は完成形ではない。特に大事なことは、お金を落とすイベントであること。個々のイベントにアイデアを加えながら具体的にしたい。昨日、マニフェスト評価・検証大会（鳥取青年会議所主催）が開催された。観光客大幅増加に対してはあまり高い点数ではなかった。今後は、具体的な数値目標、手法を明示する。観光は、農林水産業をはじめ製造業、総合的な産業である。2009因幡の祭典を成功させ、2010年以降が良くなるように。ご提案ご意見に期待。
＜部会長が市長に本日の議論の概要を説明＞
· 竹内市長　アイデアとして、「びっくりひょうたん島」。今後、実行委員会で参加を呼びかけ、事業への意見を募集し、実施も。冬の体験イベントとして、「わかめ」、「日光しょうが」などとり入れたい。2009年に全国街道会議をやる予定。上方往来と深い関係、やまびこ館と一緒に実施したい。
· 委員　鳥取から姫路への大名行例はどうでしょうか。
· 委員　県立博物館とやまびこ館との連携した文化イベントはどうでしょうか。
· 羽場事務局長　ミュージアムネットワークも話題。次の段階で検討したい。
· 委員　国宝となり鳥取から離れている文化財の宝帰りなどおもしろい。

· 委員　文化的なイベントとして、劇団と麒麟獅子とのコラボなど。
· 竹内市長　重点的に歴史文化に力を。砂丘一斉清掃を体験型に参加した人に、賞を。
· 委員　ジャスコなどの企業も環境問題への取り組み。

· 竹内市長　街中ギャラリーをつなぐ、中心市街地と2009因幡の祭典、文化芸術を推進したい。
· 委員　わかりやすいルートマップがほしい。
· 委員　無いものを起こすのは大変。例えば毎年ある全日本キス釣り大会などを祭典で。
· 委員　長尾から眺める夕日は絶景。
· 委員　布勢運動公園のスポーツイベントは集客力あり、情報発信し、アクセス向上し、誘致を。
· 委員　仁風閣ができて100年経ち、当時鳥取に電灯、鉄道が通るなど大きな変化が。鳥取自動車道が開通を100年後の将来のメッセージとなるものに。
· 竹内市長　高速道路ができる活気的な時期。市政施行100周年の1989年には「世界おもちゃ博覧会」を開催。委員さんにも、この祭典のＰＲを。
· 山本部会長　2008年のプレイベントはどんなもの。
· 羽場事務局長　智頭町と国交省がタイアップ。祭典の絡みは具体的にはない。
· 委員　祭典もＰＲを。
· 事務局　次回のテーマは「鳥取砂丘」。

· 委員　観光客の誘客には、砂像フェスティバルのようなシンボルが。家族や夫婦が鳥取に来た記念撮影する場が必要。鳥取の名物、駅とかメイン会場などがそれに。宿泊、駐車場のＰＲ、案内看板などが大切。市民の協力、ソフト面が大事。
· 委員　関西圏、中部圏、関東圏へのトータル的な広報などを。市民の無関心、しゃんしゃん祭りの時に商店を閉めるなど、もてなしの心が無いのでは。
· 竹内市長　なぜ店を開けないのか、儲からないからなど理由があるだろう。役所だけではなく関係者と協議したい。
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